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●今号の主な内容
2面 … 若葉台小学校が開校しました／

学校情報メールに登録を
3面 … 江戸時代以前の書物を見てみよ

う！／立川市の歴史と文化財
4面 … 特別支援教育の環境が充実しま

した

　立川市は、保護者や地域の皆様方はもとより、事業者や大学等とも連携して、
ネットワーク型の学校経営を展開し、教育の充実に向け取組んでいます。

平成30年度立川市教育委員会が進める学校教育の充実に向けた主要な取組の一部を紹介します。

学校教育の充実

立川市教育だより

平成30年度

　地域全体で子どもたちの学びを支援するとともに地域の活性化

も図ることを目的に、全小・中学校に地域学校協働本部を設置し

ます。本部には、校長が推薦し教育委員会が委嘱する「地域学校

コーディネーター」を配置し、地域の団体やボランティア、保護

者等と連携しながら、教育活動の支援や推進、地域との連携事業

を行います。

　五中校区（九小、大山小、上砂川小、五中）と八中校区（新生小・八中）では、

コミュニティ・スクールを導入します。コミュニティ・スクールは、学校、保護

者、地域の皆さんなどで構成する学校運営協議会を設置し、共に知恵を出し

合い、学校運営に意見を反映させることで、子どもたちの豊かな成長を協働

により支えていく仕組みです。今年度、これら６校で先行実施し、その成果と

課題を踏まえ、平成31年度から市内全小・中学校で導入する予定です。

　学習等に課題のある児童・生徒等に対して、地域と学校が連携・協働して、全小・中学校

において放課後や長期休業を活用し補習授業を行います。また、教育関係の民間事業者と連

携し、思考力・判断力・表現力等を育てる学習教室を小学校５年生を対象に実施します。

　学習等に課題のある中学生の進学に向けた学習を支援するため、教育関係の民間事業者と

連携した学習教室を中学校３年生を対象に実施します。

　英語教育を充実するため、市内全中学校を対象に公益財団法人日本英語検定協会による英

検IBAを無償で実施します。グローバル化に対応できる英語力の習得に向け、一人ひとりの

学習成果の確認や目標設定など、生徒の英語学習をサポートしていきます。

　小学校では、人間性や社会性を育むた

め子どもたちが考え、議論する「特別の

教科 道徳」の授業がスタートしました。

授業は立川市で採択した教科書を主に活

用して行い、評価は子どもの心の変容や

成長を捉え、記述により行います。なお、

中学校では平成31年度に「特別の教科  

道徳」の授業をスタートします。

　「まちを知り、まちと関わり、まちに貢献す

る」学習を通して未来を担う市民を育成するた

め、市内小・中学校全校が「立川市民科」を教

育課程に位置付け中学校区の地域特性を生かし

て取組んでいます。

　この学習の中で、小学校５年生と中学校１年

生が立川市に関する知識を広げる多摩武蔵野検

定に、小学校６年生と中学校２年生が応急救

護・普通救命講習に取組んでいます。

　また、小学校４年生を中心に「たちかわ創造

舎」等の外部講師を招
しょう

聘
へい

し、コミュニケーショ

ン力の向上を目指した取組も実施していきます。

立川第五中学校における普通救命講習

地域と連携した学校教育の充実

学力向上の充実 立川市民科の充実

上砂川小学校の道徳授業地区公開講座

各校・地域の方が参加する本部連絡会の様子 四小　花壇の整備活動支援の様子 六小１年生の下校　見守り指導の様子

●英検IBAの展開

●特別の教科 道徳

●スタディ・アシスト事業

●地域未来塾

●コミュニティ・スクール●地域学校協働本部

た
っ
ち
の
発
行
は
年
3
回
で
す
。
次
号
の
発
行
は
平
成
30
年
11
月
10
日
で
す
。
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　立川市教育委員会では、市内の全小・中
学校の立川市民科の授業の中で、普通救命
講習等を受講する取組を行い、立川消防署
の職員の方から本格的な指導を受けました。
　全小・中学校で本格的な救命講習等の指
導を行うことは近隣では例がなく、全校で
行うことで防災・救命救急の意識も効果的
に高まるとともに、地域全体の防災力向上
にも結び付く取組です。この功績から、東
京消防庁の感謝状としては最高峰の「消防
総監感謝状」を立川市教育委員会が受賞し
ました。
　平成30年3月16日、全小・中学校を代表

して立川第六中学校の生徒代表が救急救命
講習についての感想を伝え、立川消防署長
より立川市教育委員会に感謝状が授与され
ました。

問教育総務課・内線2465

　子どもも大人も、ほ
っこりお茶しませんか。
東京学芸大学の学生さ
んと一緒に、「かわせ
みカフェ」を開きます。
企画・運営は幸学習館
運営協議会。直接会場
へ。
　七夕飾りや昔遊び、プラ板工作、読み聞かせなど学
生さんと楽しみましょう! ! くるりんも登場します。ぜ
ひお気軽にお立ち寄りください。
※カフェは飲み物とポップコーン、金平糖です（無料）。
問幸学習館☎(534)3076

　けやき台小学校と若葉小学校を統合し、
新たに若葉台小学校が4月に開校しまし
た。児童数は690人となり、市内で一番
大きな規模の学校となります。
　若葉台小学校では、教育目標を①「自
ら学ぶ子（自分から学び、深く考え、行
動する子ども）」、②「心豊かな子（生命
や人権を尊重し、みんなと協力する心豊
かな子ども）」、③「元気な子（未来を切
り拓

ひら

き、世界や社会で活躍する元気でた
くましい子ども）」と定め、特徴的な教
育として外国語活動、音楽活動、小中連
携教育に力を入れてまいります。
　また、若葉台小学校は、平成30年４月
から平成33年（2021年）３月までは、旧
若葉小学校の校舎を使用します。この間
に旧けやき台小学校の校舎等を解体して
新校舎を建設し、平成33年（2021年）４
月に新校舎へ移転します。
問教育総務課・内線2474

かわせみカフェ

新たに登録する方
 パソコンまたはスマートフォンから、登録用メールアドレス e re@kmel.
jp へ空メールを送信してください（右２次元コードからメールを作成で
きます）。
 立川市からメールが届いたら、メール本文中のURLにアクセスします。
 登録フォームが表示されたら質問事項にお答えください。
 質問事項の回答が終わりましたら、送信ボタンを押してください。確認ページの内容
に間違いがなければ、登録完了ボタンを押してください。これで登録完了です。
 数分後、登録完了メールが送られてきます。

【注意】「メール指定受信」や「迷惑メール拒否」などの設定をされている方は、
@city.tachikawa.lg.jpというアドレスを受信できるように設定してください。

　市立小・中学校に通学する児童・生徒の保護者や祖父
母、地域の方等を対象に、学校が配信する情報（緊急連
絡事項など）を、あらかじめ登録された携帯電話やパソコ
ンのアドレスに電子メールで配信するサービスで、『立川
見守りメール』の一部として運用しています。
　平成24年４月から、市立小・中学校全校で情報を配信
するようになりました。ぜひご利用ください。
　なお、利用に当たっては、防犯（不審者）情報、防災
情報のいずれか、または両方を登録する必要があります。
学校情報のみでは登録できません。
　また、学童保育所や保育施設の情報も配信しています。
　利用料金は無料ですが、メール受信の際の通信料など
は自己負担となります。 問学務課学務保健係・内線2516

学校情報メールとは

すでに見守りメールの配信を受けている方
 登録内容の更新手順は、
登録と同じメールアドレス e re@kmel.jpへ空メールを送信します。
 返信メールを受信したら、本文にある、更新用URLにアクセスします。
 現在の情報を更新します。更新が終わりましたら更新ボタンを押してください。
 登録更新完了メールが送られてきます。

登
録
方
法　

問
学
務
課
学
務
保
健
係
・
内
線
2
5
1
6

学校情報メールに登録を

消防総監感謝状を受賞しました

若葉台小学校が開校しました

　４月６日に開校式を行いました。開校式には、６年生の
児童、教職員のほか、若葉台小学校をご支援くださる地域
の方々等が出席されました。開校式では、市長による開校
宣言や、教育委員会告辞、市議会議長祝辞、児童代表の開
校に寄せる言葉の発表等を行いました。若葉台小学校は、
統合された２校の伝統を受け継ぎ、力を合わせて新たな歴
史を作り上げていきます。

　若葉台小学校の通学路の交通安全対策については、学校、
PTA、立川警察署、関係団体が連携して検討してきました。
具体的な取組として、①児童の登下校の見守りを担う「交
通ルール指導員」を交通量の多い五日市街道、若葉大通り
を中心に配置（下校時は低学年中心）、②車両に注意を促す
ほか、児童の安全意識を高めるため、五日市街道を中心に
黄色い旗を設置、③五日市街道につながる通りに、「危険
飛び出し注意」の立て看板を設置、④若葉台小学校の地域
安全マップを新たに作成し、児童、保護者の皆様のほか、関係団体等へ配布しています。

開校式を開催

通学路交通安全対策

昨年度の「かわせみカフェ」の様子

 7月7日土
午前10時30分
～午後3時

幸学習館
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凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から受け付け
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活動実績（平成30年１月～４月）
 1 月 8 日 成人を祝うつどい

 1 月11 日
第１回教育委員会定例会
第３回立川市総合教育会議

 1 月 17 日 立川市および教育委員会合同研修

 1 月 25 日
学校訪問（第一小学校）
第２回教育委員会定例会
第１回教育委員会研修

 2 月 2 日 東京都市町村教育委員会連合会研修会
 2 月 8 日 第３回教育委員会定例会
 2 月 15 日 学校訪問（西砂小学校）
 2 月 17 日 立川教育フォーラム

 2 月 22 日
第４回教育委員会定例会
第２回教育委員会研修

 3 月 1 日
立川市学校保健会
健康努力児童・生徒表彰式

 3 月 3 日 けやき台小学校閉校式

 3 月 8 日
学校訪問（第十小学校）
第５回教育委員会定例会

 3 月 10 日 若葉小学校閉校式
 3 月 23 日 第６回教育委員会定例会
 4 月 2 日 教員辞令伝達式
 4 月 6 日 若葉台小学校開校式

 4 月 12 日
第７回教育委員会定例会
まつのみ学級視察

 4 月 18 日 立川市立小学校教育研究会総会
 4 月 20 日 平成30年度教育施策連絡協議会
 4 月 26 日 第８回教育委員会定例会

教育委員の活動を紹介します

　江戸時代以前の書物のことを古典籍といいます。昔の物語や歴史書だけでなく医学や

天文など様々なジャンルの古典籍が沢山残されています。たとえば梅雨時に欠かせない

「傘」に関係する古典籍には、どんなものがあるか、新日本古典籍総合データベースを

使った探し方をご紹介します。

　トップページの「画像タグから探す」を選択し、検索窓に「傘」と入力。検索ボタンを

クリックすると一覧が表示されるので、「サムネイル表示」を押し、表示を切り替えます。

すると、「傘」のタグが付いている古典籍の縮小画像が並んで表示されます。

　右図はその中から『彩
いろ

画
え

職
しょく

人
にん

部
ぶ

類
るい

』を選びました。昔の傘を作っ

ている職人の絵が描かれていて、

左側の文字には、文禄３（1594）年

（豊臣秀吉の時代）堺の商人助左衛

門がフィリピンのルソンから持ち

帰ったのがこの傘の始まりとあり

ます。

　こんな風に本を探すことで、興

味のある本と出逢えるかもしれま

せんね。無料で誰でも利用可能で

す。お楽しみください。

　くわしくはホームページ（HP http://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/）をご覧ください。

江戸時代以前の書物を見てみよう！
「新日本古典籍総合データベース」の紹介

長
線
が
開
通
し
、
青
梅
線
の
南
側
を
迂う

回か
い

し
て
立
川

と
拝
島
を
結
び
ま
し
た
。
立
川
駅
に
は
中
央
線
と
の

平
面
交
差
を
避
け
る
た
め
に
、
中
央
線
を
跨ま

た

い
で
、

南
側
の
南
武
線
の
ホ
ー
ム
に
乗
り
入
れ
ま
し
た
。
途

中
に
８
駅
設
け
ら
れ
、
市
内
富
士
見
町
に
武
蔵
上
ノ

原
駅
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和
６
年
に
は
武
蔵
上
ノ
原

駅
か
ら
分
岐
し
て
西
立
川
駅
を
結
ぶ
貨
物
線
が
南
武

鉄
道
に
よ
っ
て
開
業
し
ま
し
た
。
こ
の
貨
物
線
の
関

係
も
あ
り
、
立
川
〜
武
蔵
上
ノ
原
間
は
五
日
市
・
南

武
鉄
道
の
共
有
区
間
で
し
た
。
こ
の
南
武
・
五
日
市

鉄
道
の
立
川
駅
乗
入
れ
に
よ
っ
て
、
立
川
駅
は
多
摩

に
お
け
る
交
通
の
一
大
拠
点
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
ま
で
は
北
口
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和

５
年
３
月
に
新
た
に
南
口
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
日
市
鉄
道
は
五ご

鉄て
つ

と
も
呼
ば
れ
、
旅
客
輸
送
に

は
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
、
貨
物
輸
送
は
蒸
気
機
関
車
を
使

用
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
15
年
に
南
武
鉄
道
と
合
併
し
て
、
南
武
鉄
道

五
日
市
線
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
19
年
４
月
に
は
青

梅
電
気
鉄
道（
昭
和
４
年
青
梅
鉄
道
よ
り
改
称
）と
と

も
に
国
有
化
さ
れ
、
鉄
道
省
の
五
日
市
線
に
な
り
ま

し
た
。
同
年
10
月
に
は
不
要
不
急
線
と
し
て
、
青
梅

線
に
並
行
し
て
い
る
五
日
市
線
の
立
川
〜
拝
島
間
は

休
止（
実
質
廃
止
）に
な
り
、
わ
ず
か
15
年
で
そ
の
歴

史
に
幕
を
閉
じ
た
の
で
し
た
。

　

現
在
中
央
線
か
ら
青
梅
線
に
乗
り
入
れ
る
下
り
列

車
は
、
中
央
線
の
南
側
を
し
ば
ら
く
並
行
し
て
走
り
、

中
央
線
を
乗
り
越
え
て
西
立
川
駅
の
手
前
で
青
梅
線

に
合
流
し
て
い
ま
す
。
こ
の
路
線
は
、
五
日
市
鉄
道

と
南
武
鉄
道
が
造
っ
た
路
線
で
、
廃
止
を
免
れ
た
区

間
で
す
。
武
蔵
上
ノ
原
駅
は
上
野
原
踏
切
の
立
川
寄

り
に
あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
旧
武
蔵
上
ノ
原
駅
付

近
を
除
き
、
鉄
道
遺
構
等
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま

せ
ん
。
旧
武
蔵
上
ノ
原
駅
か
ら
先
、
拝
島
ま
で
の
区

間
の
多
く
は
道
路
に
転
換
さ
れ
、
廃
線
跡
を
た
ど
っ

て
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
武
蔵
上
ノ
原
〜
郷
地
間

は
「
立
川
南
通
り
」
と
な
り
、
昭
島
市
内
と
な
る
郷

地
〜
拝
島
間
は
、
一
部
を
除
き
「
五
鉄
通
り
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
鉄
道
路
線
が
廃
止
に
な
る
た
び
に
、

廃
止
前
に
鉄
道
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
て
大
混
雑
す
る

こ
と
は
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
廃
線
と
い
う
と
利
用
客
の
少
な
い
地
方

の
ロ
ー
カ
ル
線
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
か
つ
て
こ
こ
立
川
で
も
廃
線
に
な
っ
た
旅
客

線
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

大
正
14
年（
１
９
２
５
）に
五
日
市
鉄
道
の
拝
島
〜

五
日
市（
現
武
蔵
五
日
市
）間
が
開
通
し
ま
し
た
。
五

日
市
鉄
道
は
拝
島
経
由
で
は
な
く
、
直
接
立
川
に
乗

り
入
れ
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
鉄
道
省
の
指
導
も
あ

り
拝
島
駅
か
ら
青
梅
鉄
道（
現
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
）を
経
由

し
て
、
立
川
駅
に
乗
り
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

勝か
つ

峰ぼ
う

山
は
五
日
市
駅
北
方
に
あ
る
石
灰
石
産
出
地
で
、

浅
野
セ
メ
ン
ト（
現
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
）を
大
株
主
と

す
る
五
日
市
鉄
道
は
、
こ
の
石
灰
石
を
都
心
に
運
ぶ

こ
と
を
主
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
４
年（
１
９
２
９
）に
は
南
武
鉄
道（
現
Ｊ
Ｒ

南
武
線
）の
分
倍
河
原
〜
立
川
間
が
開
通
し
て
、
川

崎
ま
で
結
ば
れ
ま
し
た
。
南
武
鉄
道
は
、
も
と
も
と

多
摩
川
の
砂
利
を
輸
送
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
途
中
か
ら
浅
野
セ
メ
ン
ト
が

資
本
参
加
す
る
と
と
も
に
、
大
正
６
年
操
業
開
始
の

浅
野
セ
メ
ン
ト
川
崎
工
場
へ
、
青
梅
・
五
日
市
鉄
道

沿
線
産
出
の
石
灰
石
を
輸
送
す
る
こ
と
が
大
き
な
目

的
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

翌
昭
和
５
年
７
月
に
は
、
五
日
市
鉄
道
の
立
川
延

五
日
市
鉄
道
・
武
蔵
上
ノ
原
駅

「武蔵上ノ原駅跡」　土が盛り上がっている場所
が、ホームの痕跡と思われます。

　教育委員の平成30年１月から４月までの活動
は下表の通りです。またその他に入学式・卒業式、
道徳授業地区公開講座、研究発表会、各種研修会
などへ参加しています。
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■利用方法等
HP https://www.nijl.ac.jp/pages/
cijproject/images/kotensekiDB-
pamphlet.pdf
パンフレットをご覧くだ
さい（右２次元コードか
らアクセス可）。

■新日本古典籍総合データベース
HP https://kotenseki.nijl.ac.jp/
国文学研究資料館（緑町10-３）が
作成・公開し、年々データを追加
しています（右２次元
コードからアクセス可）。

国文学研究資料館からのお知らせ

DOI：https://doi.org/10.20730/200018387
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　「集中が長く続かない」、「こだわりや不安が強い」、「友だちの気持ちを

汲
く

むのが苦手」など、情緒面の発達やコミュニケーションに課題のある児

童の増加に対応するため、立川市では平成28年度から、東京都のガイド

ラインに沿い、特別支援教室を順次導入してきました。３年目を迎えた本

年４月、すべての小学校に整備が完了し、在籍している校内で子どもの特

性に応じた適切な指導が受けられるようになりました。

　５月１日現在、利用児童数は272人。５年前と比較して2.3倍に上ってお

り、利用のしやすさが進んできたことが分かります。利用のご希望やご心

配な点がある場合は、まずは担任の先生にご相談ください。なお、指導の

開始にあたっては一定の審査があります。

　教育環境を充実するため、第九小学校くわのみ学級の広い通学区域を分

割し、新たに松中小学校に『まつのみ学級』を開級しました。

　開級に向けた施設改修では、空調機や間仕切りの設置、照明の増設、

シャワー室の補修等を行い、より快適で機能的な教室環境が整いまし

た。また、ハード面の準備に先駆けて校内で始動したのが、「まつのみ学

級ウェルカムキャンペーン」。学校だよりでの発信をはじめ、児童による

マスコットキャラクターのデザインや命名、立川市手をつなぐ親の会が主

催するキャラバン隊「ひこうき雲」を招いての授業など、さまざまな取組

が展開されました。４月20日には、開級式に引き続いて全校集会が催さ

れ、児童会が中心となって企画や進行にあたり、笑顔と歓声があふれる歓

迎会となりました。教室のうち１室は「まつみんルーム」と名付け、プレ

イルーム兼交流および共同学習の場として活用していきます。

　今後は、都立特別支援学校からの巡回指導等も受けながら、教員のさら

なる専門性向上と学級運営の安定化に取組みます。

　特別支援学級の見学や体験は随時受付しています。教育支援課までお気

軽にご相談ください。

　けやき台小学校の閉校に伴い、難聴･言語障害通級指導学級『きこえと

ことばの教室』が、第八小学校（幸町２丁目１-１）へ移転しました。

　平成28年度に大規模改修を行い、北校舎へ通級機能を集約し、１・２

階が「きこえとことばの教室」、３階が「特別支援教室キラリ」の教室に

なりました。また、専門的な指導に対応できるよう、グループ指導室や個

別指導室、プレイルーム、検査室などをリニューアルしました。

　お子さん一人ひとりの、学習面や生活面の困難さを改善するためには、お子さん

自身が安心して楽しく学ぶことができるよう、保護者・地域の皆さまのご理解が欠

かせません。特別支援教室の全小学校スタートを契機に、ぜひ障害に対するご理解

を深めていただき、あたたかい見守りとご協力をお願いいたします。

特別支援教育の環境が充実しました
すべての小学校で
 『特別支援教室キラリ』がスタート！

 『きこえとことばの教室』が
第八小学校に移転

松中小学校に特別支援学級
 『まつのみ学級』が開級

すべての保護者・地域の皆さまの、
障害に対するご理解・ご協力をお願いします。

　立川市では、市立中学校９校中３校に情緒障害等通級指導学級を設置し

ていますが、小学校に続いて中学校においても、平成31年度から特別支

援教室を順次導入します。東京都のガイドラインに沿い、平成33年（2021

年）４月の全校設置を目指しています。

　初年度となる平成31年度は、泉学級が設置されている立川第六中学校

を拠点に、立川第九中学校へ教員が出向いて巡回指導を行うことを予定し

ています。将来的に拠点校をどこに設置するのか、教科の指導や進路相談

にどう対応していくか等の課題について検討し、必要な環境整備を行いな

がら、円滑な開始に向けて準備を進めます。

　これまでは、通級設置校までの距離の遠さや、授業を抜ける時間が長く

なってしまう点が大きな課題

でしたが、特別支援教室の開

始によって利用がしやすくな

り、より多くの生徒が、必要

な指導・支援につながること

が期待されます。導入の年次

計画等の詳細は、今後お知ら

せします。

平成31年4月の導入に向け
中学校の特別支援教室を準備中です

マスコットキャラクター「まつみん」。
校内のあちこちで、交流に一役買って
います。

ロッカーの構造や教室内の掲示物にも、学習
や生活面の自立活動を進めやすい工夫が。

立川六中・泉学級の指導の様子

通級棟（北校舎）の入口。あたたかみのあ
る木目調の扉

さまざまな遊具や体育用具をそろえたプ
レイルーム

児童の観察にも対応できる個別指導室

集中しやすい間取りになった聴力検査室

平成30年4月から


